
第 8回能登町消防団訓練大会（6/16）
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【ポンプ車操法】指揮者を含め 5 人がポンプ車からポンプを延長し
て火点に放水。その正確さや早さなどを競う。
❶乗車後、指揮者の「操作始め」の合図。しっかりと後方を確認し
て下車する。　❷ 3 番員と 4 番員が協力して吸管を水利に延ばす。
❸第 1 線延長。1 番員は筒先を背負い第 3 ホースを抱えて走る。2
番員は第 1 ホースを伸ばして、ポンプ車と結合し、第 1 ホース金具
を右手に取り、左肩に第 2 ホースを抱えて走る。　❹ホース結合後、
1 番員の「放水始め」の合図を 4 番員に伝達するため、回れ右をし
てポンプ車に向かう 2 番員。❺標的を狙う 1 番員。　❻第 2 線延長
では、2 番員が筒先を背負い、3 番員が第 1、第 2 ホースを延長。
❼第 2 線放水後、「放水やめ」の号令を待つ。3 番員が 4 番員に「放
水やめ」を伝達したあと、指揮者が「おさめ」の号令。集合線に戻っ
て服装の乱れを点検する。 ❶

❷

❹
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❽小隊訓練で優勝した神
野分団。小隊訓練は、小
隊の編成と隊形が審査さ
れる。
❾ 4 分 団 が 同 時 に 競 技
を開始する小型ポンプ操
法。タイムと動作、規律、
節度を競う。


